
第２学年○組 国語科学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 単 元 「言葉に着目する感性を磨く～『心の揺れ』を意識した脚本を書こう～」 

２ 指導観 

○ 人間の一生は短く，同じ時代に生きる人との交流だけではわずかなことしか知ることができな

い。様々な時代の様々な立場から描かれた古典作品を読むことで考えに深みや幅ができる。つま

り，古典を学ぶことは生きることに潤いをもたらし人生を豊かにするために必要不可欠である。 

   本単元は，「登場人物の描かれ方に着目して作品を読むこと」ことを基として，「敦盛の最後に

ついて脚本の制作」をさせて交流する活動を通して，古典に現れるものの見方や考え方に着目し

その世界観に浸り登場人物の言動や行動の意味や効果を捉えて作品を読み，自分の表現に生かす

ことをねらいとしている。学習内容としては，見方・考え方の異なり，効果的な音読の在り方，

平家物語の世界観，歴史的な背景，人物像の捉え，物語の転換点，脚本の制作の仕方，脚本構成

の在り方，台詞の役割，鑑賞の在り方などがある。本単元は，古典を読むには時代や歴史的背景

に着目して読む必要があることを知り，作品のなかに人間の情動が生き生きと描かれていること

に目を向けて，生徒自らが登場人物に着目して作品を粘り強く読んでいく機会にしたい。また，

古典に表れている登場人物の生きざまに共感したり，疑問を抱いたりするなかで，作品に対する

考えを生徒自らが持ち，「古典を学ぶ楽しさを実感できる」という点で大変意義深い単元である。 

○ 本学級の生徒は，１学年の７月に「竹取物語」を通して文語のきまりや古語，９月に「矛盾」

を通して訓読の仕方と古典には様々な種類があることを学習している。事前のアンケートで，「古

典を学ぶ必要があるか」という問いに，「とても思う」，「思う」と回答した生徒は 74.2%である一

方，「古典の学習が好きか」という問いに，「あまり好きではない」，「苦手だ」と回答した生徒

は 53.6%であった。主な理由として，「昔の人の言葉は外国語のようで何を行っているのかわから

ないから」が挙がった。古典を学習する際に押さえておきたい点を問うた際には，「歴史的仮名遣

いや古語」という回答が約８割を占めるものの，「古人のものの見方や考え方に触れる機会になる

から」という回答は２割程度であった。また，「アニメを見るのは好きか」という問いには，「と

ても好きだ」，「好きだ」と回答した生徒は 85.7%であった。以上をふまえて，本単元では，「平

家物語」特有の音読のリズムや武士の世界に現れるものの見方や考え方に古典の作品を通して触

れ，色彩豊かな物語の世界観に浸り，生徒に馴染みがあるアニメの脚本の構想を前提に学習を進

めていくことが有効である。そのために，個々の生徒が興味や関心を引く映像メディアの活用や

関連する本や資料の準備等をし，古典の作品に深く親しむ活動を支援する必要があると考える。 

○ 本単元の指導にあたっては，「あなたはアニメの脚本家です。『平家物語』の『敦盛の最後』の

場面を手掛けています。物語を知らない人にも情景を色彩豊かに伝えるには，脚本家としてどの

ようなセリフや演出をすれば世界観が伝わるのか現代語訳をもとに脚本を制作しよう。」という

学習課題を設定し，その時代に生きる人物の描かれ方や歴史的な背景をもととして古典に表れる

ものの見方や考え方を捉えて文章を練り上げ，視聴者の目を引く脚本の作成を仕組んでいく。そ

のためにまず，学習課題を示し学習の流れを捉える場を設けさせる。ここでは，学習課題のゴー

ルに向かう必然性を実感させるために，作品に現れる現代と共通するものと異なるものを問う。

次に，「平家物語」の冒頭と「敦盛の最後」を読み解かせる。ここでは，平曲特有のリズムを捉え

させるために，和漢混交文の特徴を提示する。また，登場人物の人物像を捉えさせるために，行

動・言動の描写に着目するよう促す。さらに，脚本づくりに取り組ませる。ここでは，相手や場

面を意識させるために，必要な配慮事項を問う。また，学びの軌跡を辿って脚本に取り組ませる

ために，単元別の学習シートを見返すよう促す。最後に，級友の脚本を評価させ，級友との意見

交流を通して活動を振り返らせる。ここでは，考えを個に返すために振り返りシートを用いる。 

３ 目標 

○ 現代語訳や語注などを手掛かりにして作品のあらましを掴み，描写から登場人物の心情を想像

する活動を通して作品に表れたものの見方や考え方を捉えることができる。 

○ 作品を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，他者と交流する活動を通し

て，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

○ 平家物語の文学作品としての価値を捉え，作品に表れるものの見方や考え方を踏まえて自己の

脚本に取り入れて脚本を創作しようとしている。 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（12 時間）       知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配 時 学習活動・内容 主な手だて（○） 評価規準 

一 １ 

本 

 

時 

１ 古典に表れる現代と過去

とのものの見方や考え方の共

通点と相違点を見出し，学習

課題を捉える。 

・見方・考え方の異なり 

 

 

 

 

 

○ 学習課題に沿って学習を

進める必然性を自覚させる

ために，異なる時代のもの

の見方や考え方を基とした

意見交流を促す。 

知： 現代語訳や語注を

手掛かりにして，異

なる時代のものの見

方や考え方を捉えて

いる。 

 

二 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「平家物語」の冒頭と「敦

盛の最後」を読み解く。 

（1） 和漢混交文の特有の文体

とリズムを捉える。 

 ・効果的な音読の在り方 

 

 

（2）～（4） 作品の歴史的背

景や内容について捉える。 

 ・平家物語の世界観 

 ・歴史的な背景 

・人物像の捉え 

 

（5）～（6） 登場人物の言動

や行動が，話の展開にどのよ

うに関わっているのか解釈す

る。 

 ・物語の転換点 

 ・映像化する利点 

 

 

○ 平曲特有のリズムを捉え

させるために，「リズムに緩

急がついているのはなぜか

」と問い，意見交流する場

を設ける。 

○ 「盛者必衰」の言葉が物

語の中で平家とどのように

関連付けられて表現されて

いるか捉えさせるために，

ロイロの共有ノート上に考

えを表出するよう促す。 

○ 描写が場面にどのように

働きかけ物語が展開してい

るかを見出させるために，

文学的な文章における物語

の転換点が果たす役割につ

いて問う。 

 

 

知：作品の特徴を生か

して朗読する活動を

通して，古典の世界

に親しもうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

思：登場人物の言動の

意味などについて考

え，多様な考えに触

れることを通して，

内容を解釈しようと

している。 

 

三 ４ ３ 脚本づくりに取り組む。 

（1） 脚本の制作に必要な情報

を収集，整理する。 

 ・脚本の制作の仕方 

 

 

（2）～（4） 脚本に最適な構

成や展開を検討し，小集団で

練習・推敲・添削し発表する

ためにまとめる。 

・脚本構成の在り方 

 ・台詞の役割 

 

○脚本を執筆する際には，相

手意識が大切だと実感させ

るために，四人グループの

一人一人に初めて読む別の

物語の一節を渡す。 

○ 学びの軌跡を辿って脚本

の執筆活動に取り組ませる

ために，単元別の学習シー

トを見返すよう促す。 

  

 

態：脚本を何度も見返

し推敲することを通

して，物語に最適な

台詞を見出そうとし

ている。 

 

四 １ ４ 級友の脚本を評価する。 

 ・鑑賞の在り方 

○ 学習の前後での古典の世

界に対する印象がどのよう

に変化したか実感させるた

めに，学習の前後での比較

を促し，学習シートに記録

させる。 

態：多様な他者の発表

を聞き，評価する活

動を通して，今後の

古典の学習つなげよ

うとしている。 

学習課題  
あなたはアニメの脚本家です。「平家物語」の敦盛の最後を今手掛けていま

す。この場の情景を色彩豊かに鑑賞者に伝えるには、脚本家としてどのよう

なセリフや演出をすれば世界観が伝わるのか現代語訳をもとに考えよう。  



５ 本 時 令和４年１１月１０日（木） 第４校時 計画 第一次１ ２年１組教室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 「敦盛の最後」を読み，文章の描写を基に敦盛の台詞を創作し，話し合う活動を通して，根

拠を明確にして，現代と共通するものと異なるものに気付き捉えることができる。 

（2） 準 備 

①アニメ版「平家物語」 ②DVD プレイヤー ③クラウド上の意見交流シート ④電子黒板 

⑤単元学習シート 

（3） 過 程     Ⅰ…コンフリクト Ⅱ…内化１ Ⅲ…外化（内化２） Ⅳ…リフレクション 

学習活動・内容 準備 段階 主な手だて（○）と評価（◇） 形態 配時 

１ 本時のめあてを確認する。 

 ・場面の捉え 

 

 

 

 

 

 

２ 「敦盛の最後」を読み，場

面を把握し，叙述を基に台詞

を創作し，記述する。 

・敦盛の台詞 

  

 

 

 

３ 創作した台詞をもとに，意

見交流をし，自己の考えと比

較する。 

 ・叙述を基に作品を読む意義 

・意見交流の視点 

 

 

４ 作品における共通するこ

とと異なるものを，根拠を明

確にして整理し，本時の学習

過程を振り返る。 

 ・イメージではなく叙述を基

に物語を読む必然性 

  

① 

② 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

  

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

○ 物語の展開から自己が持つ武士

のイメージを表出させるために，ア

ニメ版「平家物語」の「敦盛の最後

」の一場面を提示し，「どのような台

詞を言っていたのか」と問う。 

○ 学習の見通しをもたせるために，

めあてを提示する。 

 

○ 視聴した場面を把握させるため

に，「敦盛の最後」の現代語訳を読ま

せ，「どの場面であったか」と問う。 

○ 導入で敦盛が言っていた台詞の「

ただ，とくとく首をとれ。」の後には

どのような台詞がくるのかを前後

の文章から創作させ，端末上の意見

交流シートに記録させる。 

○ 古典に表れる現代と過去とのも

のの見方や考え方の共通点や相違

点を捉えさせるために，記述した考

えをもとに意見交流をさせる。  
○ 小集団でクラウド上の意見交流

シートに集約したものを学級全体

に提示し，発表するよう促す。 

○ 学習を通して得た気づきを実感

させるために，「作品を読んで意見

交流をしたこともとに，長い年月を

経てもなお現代と共通すること，現

代とは大きく異なることはなにか」

と問い，記述するよう促す。 

 

 

 

 

 

 

◇ 文章の描写を基に現代と共通す

るものと異なるものに気付き，根拠

を明確にして，具体的に記述するこ

とができたか。 

＜学習プリント分析，様相観察＞ 

一斉 

↓ 

個 

 

 

 

 

 

一斉 

↓ 

個 

 

 

 

 

 

個 

↓ 

小集団 

↓ 

一斉 

 

 

一斉 

↓ 

個 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

めあて  
古典の世界と現代におけ

るものの見方や考え方を捉

えよう。  

学習課題 
 あなたはアニメの脚本家です。「平家物語」の「敦盛の最後」の場面を今手掛けています。

この物語を知らない人にも場の情景を色彩豊かに視聴者に伝えるには，脚本家としてどの

ようなセリフや演出をすれば世界観が伝わるのか現代語訳をもとに脚本を制作しよう。 



第３学年○組 国語科学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 単 元 「人生の先輩として格言を残そう」 

２ 指導観  
 ○ 千四百年近くにわたる我が国の歴史を紡いできた元号は，国内外の様々な古典からの引用によ

って定められている。古典の一節から引用された元号は時代を象徴し，人々に親しまれてきた。

古典に親しみ，その一節を深々と味わうことの価値は，千四百年経っても色褪せることはない。  
本単元は，『論語』から格言としてふさわしい一節を引用し，小学生へ贈る活動を通して，現代

に通じる『論語』の見方や考え方を捉え，『論語』をはじめとする古典へ親しもうとする態度を育

成することをねらいとする。また，格言を筆ペンで書く活動を通して，文字の伝達性を踏まえて

書体を選択できるようになることも併せてねらうものとする。学習内容としては，『論語』の歴史

的背景，『論語』に現れる孔子の考え方と現代とのつながり，文字の伝達性などがある。このよう

な学習内容から，生徒は『論語』が現代の道徳的な考え方の根幹を支えていることを知り，『論語』

を通して孔子の考え方に触れることの価値を実感することができる。また，様々な書体の中から，

読み手に合わせて適切な書体を選択し，丁寧な書字を行う態度を育成することもできる。したが

って，本単元を学習することは，古典作品へ親しもうとする態度を育んだり，読み手への意識を

前提とした書字を行う技能を養ったりすることができるという点において，大変意義深い。 

 ○ 本学級の生徒は，第２学年 10 月に，三つの漢詩を読み解き，独特のリズムを踏まえて朗読し，

筆ペンで丁寧に書き写す学習を通して，古典作品に親しむ態度の基盤を醸成している。事前のア

ンケートで，授業で古典に関わる学習をすることについて「とても好き」「好き」と回答した生

徒が 68％であったが，「授業や学習の場以外で古典に自ら関わろうとすることがあるか」という

問に対して，「よくある」「たまにある」と回答した生徒は 23％であった。「よくある」「たま

にある」と回答した生徒に「どのような形で古典に関わったのか」を問うたところ，「アニメ（平

家物語）」「三国志」等，全ての回答が文学作品としての古典との関わりであり，人生の教訓と

して古典を読もうとしている生徒の回答はなかった。また，書字に関わるアンケートとして「字

を丁寧に書くために気を付けていること」として，「字形を整える」「とめ・はね・はらいを丁

寧にする」などの技法に関わる回答が半数を占めた。「姿勢を整える」等の身体作法に関わる回

答が３割程度であったが，「読んでくれる人に合わせて書く」等の，読み手を意識した回答は２

割程度であった。このことから，文学作品としてではない側面から古典の価値を見出し，その一

部を引用して表現する活動や，読み手を意識した書字を行う活動が必要不可欠であると考える。  
○ 本単元の指導にあたっては，「附属福岡小中学校の最上級生として，『論語』を使って小学六年

生に格言を残しなさい。」という学習課題を設定し，常に読み手に対する意識をもちながら格言と

してふさわしい一節を引用させ，古典作品へ親しもうとする態度を育成したい。併せて，筆ペン

を使ってカードを作成する活動を通して，文字の伝達性をふまえて書体を選択する力も養いたい。

そのためにまず，学習課題達成のための方略を見出させ，論語について説明する。ここでは，格

言を送る小学生の姿を具体的に想起させるために，異なる出身小学校の経験を基にした意見交流

を促す。次に，『論語』の解釈を示し，学習課題にふさわしい一節を選択させる。ここでは，『論

語』を紹介し，歴史的背景を把握させた上で，『論語』の代表的な一節の解釈を示す。また，『論

語』に関わる複数の資料を提示し，引用する一節の候補を選択させていく。さらに，選択した『論

語』の言葉に添える言葉を書かせる。ここでは，自分が伝えたい思いと，格言を読む人の視点を

整理させる。また，書き上げた格言の下書きについて下級生からの意見をもらい，添える言葉を

修正する時間を設定する。最後に，下書きを元に，筆ペンで清書させる。ここでは，読み手を意

識した書体の在り方を捉えさせるために小学校と中学校の教科書を提示した上で，比較を促す。  
３ 目 標   

○ 読み手を想定し，適切な一節を『論語』から引用することができる。また，文字の伝達性をふ

まえて，読み手に合わせた書体で書字を行うことができる。  
○ 『論語』にあらわれるものの見方や考え方を捉え，格言に添える言葉を吟味し，読み手に合わ

せて書くことができる。  
○ 学習課題達成に向けた方略を明確に定め，読み手に併せてよりよい成果物を制作しようする。 

 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（14 時間）       知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動・内容 主な手だて（〇） 評価規準 

一 １ １ 学習課題達成のための方

略を見出し，論語について知

る。 

 ・様々な格言と，その効果 

 

 

○ 格言を送る小学生の姿を具

体的に想起させるために，異

なる出身小学校の経験を基に

した意見交流を促す。 

 

 

 

態：格言を残す対象の

姿を想起し，学習課

題達成のための方

略を見出そうとし

ている。 

二 ７ ２ 『論語』を読み解き，学習

課題にふさわしい一節を選

択する。 

(1) 歴史的背景を把握し，

『論語』の一部を読む。 

 ・『論語』の歴史的背景 

 ・孔子の人物像 

 (2)～(4) 漢文の訓読につい

て復習し，『論語』の一節

の解釈を行う。 

・漢文の訓読の方法 

 

 

 

○ 協働の学びの中で『我十有

五にして…』の一節の解釈を

掘り下げて検討させるため

に，〈内化１〉の段階で班の四

人に種類の異なる資料をそれ

ぞれ配付し，〈外化〉の段階で

は異なる資料の共通点につい

て議論する場を設ける。 

 

 

 

知：『論語』の歴史的

背景を把握し，作品

の魅力と関連付け

て整理している。 

 

 

 

 

本
時 

(5)～(7) 『論語』に関わる複

数の資料を読み比べ，引用

する一節を選択する。 

・引用する際の，読み手に対

する意識をふまえた視点 

〇 読み手の視点をふまえて

『論語』から適切に引用する

視点を見出させるために，小

学６年生に対して事前に行っ

たアンケート調査の結果を提

示する。 

知：読み手の視点に立

って，『論語』から

適切な一節を引用

している。 

三 ４ ３ 選択した『論語』の格言に

添える言葉を書く。 

 (1)～(2) 自分が伝えたい思

いと，格言を読む人の視点

を整理して，言葉を書く。 

  ・自分の一節を選んだ意図 

(3) 書き上げた言葉の下書

きについて中学一年生か

らの意見をもらい，言葉を

修正する。 

  ・読み手の視点 

 (4) 小学生や級友の意見を

もとに推敲を進め，下書き

を完成させる。 

  ・小学生からみた『論語』

の捉え 

 

 

○ 格言を読む人の視点を捉え

させるために，〈コンフリク

ト〉の段階で，社会人向けの格

言を提示し，その印象を問う。 

○ 書き上げた格言と，添える

言葉の下書きを，読み手の視

点に立って修正させるため

に，年齢が近い中学一年生に

よる感想を提示する。 

○ 『論語』に対する印象の変化

を自覚させるために，振り返

りを蓄積した単元学習シート

に「『論語』の魅力」について

記述させる。その際，小学生か

らの意見を再提示する。 

 

 

態：小学生を含む読み

手の視点に立って

文章を書こうとし

ている。 

思（書）：小学生の多

様な考えを参考に

して，自分の考えが

伝わるような構成

で書いている。 

 

四 ２ ４ 完成した下書きを元に，筆

ペンで清書する。 

  ・文字の伝達性 

  ・読み手を意識した書体 

○ 読み手を意識した書体の在

り方を捉えさせるために，小

学校と中学校の教科書を提示

し，比較を促す。 

知：読み手の立場を意

識して書体を選択

し，効果的に文字を

書くことができる。 

 

 

学習課題 附属福岡小中学校の最上級生として，『論語』を使

って小学六年生に格言を残しなさい。  
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５ 本 時 令和４年１１月１０日（木） 第３校時 計画 第二次の６ ３年１組教室にて  

（1） 主 眼 

  〇 教師が選択した三つの引用から一つを選択する活動を通して，読み手の視点に立つことの

必要性を捉え，理由を明確にして『論語』から学習課題に沿った一節を引用することができ

る。 

（2） 準 備 

 ①本校に初めて赴任した方へのインタビュー動画 ②『論語』に関わる資料 

③小学６年生に行ったアンケートの結果 ④クラウド上の意見交流シート 

⑤学習課題に関わるワークシート ⑥単元学習シート 

（3） 過 程      Ⅰ…コンフリクト Ⅱ…内化１ Ⅲ…外化（内化２） Ⅳ…リフレクション 

学習活動・内容 準備 段階 主 な 手 だ て （ ○ ） と 評 価 （ ◇ ） 形態 配時 

（前時）班で引用する論語

の一節の候補を選び，選

ぶ理由を書く。 

 

 

 

Ⅱ 

 

〇 学習課題に適した一節を選択させるため

に，複数の書籍を班に提示し，様々な一節を比

較させながら選ぶよう促す。 

個 

 

 

 

 

 

１ 格言を贈る相手の考え

方を知る必要性について

吟味し，めあてを把握す

る。 

 ・格言を贈る相手の考え

方を知る必要性 

めあて 

格言として『論語』から

引用する一節を絞ろう。 

２ 格言を贈る相手の状態

をふまえて，教師が引用

した三つの引用から一つ

を選ぶ。 

 ・引用する際の，読み手

に対する意識をふまえ

た視点 

 

 

 

 

３ 小学生の視点をふまえ

て，班で『論語』から引用

する一節の候補を決め

る。 

 ・小学生の考え方 

 

４ 引用した一節と，その

一節を選んだ理由を整理

し，本時の学習を振り返

る。 

 ・現代において『論語』を

読む必然性 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

⑤ 

 

 

 

⑥ 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

 

○ 格言を贈る相手の考え方を知る必要性を実

感させるために，相手の実態に応じていない

格言を敢えて提示する。 

 

 

 

 

 

 

○ 学習課題を達成するためには読み手の視点

に立つ必要性があることを実感させるため

に，教師が本校に初めて赴任した方がどのよ

うな思いを抱いているのか，インタビューし

たものを提示する。 

○ 自身の考えと他者の考えの違いを明確に捉

えさせるために，自身が選択した一節とその

理由を色分けして意思表示させる。 

○ 『論語』から引用する際に読み手をふまえた

視点が必要であることを実感させるために，

導入のインタビュー原稿を再度提示する。 

○ 読み手の視点をふまえて『論語』から適切に

引用する視点を見出させるために，小学６年

生に対して事前に行ったアンケート調査の結

果を提示する。このアンケート調査は「日々の

生活で困っていること」や「中学校生活に向け

た不安や期待」等を列挙させたものを用いる。 

○ 『論語』にあらわれる孔子の考え方と現代と

の関わりに着目させるために，クラウド上に

蓄積している学習履歴（単元学習シート）を参

照させ，本時で学んだことを上書きさせる。 

◇ 今回の学習課題に適する一節を『論語』から

引用し，読み手の視点に立って，その理由を具

体的に記述することができたか。 

＜学習プリント分析＞ 
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